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細野 昭雄（ほその あきお）　
1944年、石川県生まれ。1962年にウノケ電子工業（現PFU）入社。1965年に金沢工業大学 情報セ
ンター 職員となる。1970年にバンテック・データ・サイエンス入社。1976年アイ・オー・データ機器
を設立し代表取締役社長に就任。現在に至る。
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ソコン周辺機器大手のアイ・オ
ー・データ機器が、デジタル放送

関連の事業を拡大させている。最近では
Windows 7のWindows Media Center
でデジタル放送を視聴可能にするチュー
ナーや、miniB-CASカードを採用した小

型チューナー、アナログテレビ向けの
LAN対応のチューナーなどを矢継ぎ早
に出荷。2010年1月には、長年の競合相
手であるバッファローの親会社、メルコ
ホールディングスらと共同で、業界団体
のデジタルライフ推進協会を設立した。

　アイ・オー・データ機器 代表取締役社
長の細野昭雄氏に、デジタル放送分野の
製品戦略について聞いた。

■メルコホールディングスらと業界団体
を設立した狙いは何ですか。
　グレーゾーンの多いデジタル放送の規
定を明確にして、公正な競争環境をつく
っていきたいということです。
　当社は12年ほど前からアナログのテ
レビチューナーを手掛け、5年ほど前に
はデジタルチューナーの事業を始めまし
た。当初、デジタル放送に関する資料は
ほとんど存在していませんでした。デジ
タル放送関連のノウハウは大手家電メー
カーの暗黙知としてのみ存在しており、
パソコン業界からデジタル放送を手掛け
るには、そうしたノウハウを一切持たな
い中で製品を開発しなければいけなかっ
たのです。例えばチューナーユニットの
起動やチャンネル切り替えは、そのまま
では時間が掛かりすぎる。それを短縮す
るため、試行錯誤を繰り返していました。
　2006年の夏にはパソコン向けワンセグ
チューナーが各社から市販されました。
当社はテレビ関係団体のお墨付きを得る
まで待つ姿勢でしたが、その間に韓国製
や台湾製のチューナーユニットを使った
製品がなし崩し的に製品化されました。
コンテンツ保護も一応掛けてあるけれど
も簡単に外せるような製品もありました。
　こうした体験を経て当社は、「今はグ
レーなことが多すぎる」という感覚を持
っています。「グレーで出してみて、だ
めなら引っ込めればよい」という立場の
メーカーはともかく、バッファローや当
社などきちんと対応していく方針のメー
カーはそうした製品を出すわけにいきま
せんから、規定がグレーな状態は競争環
境が公正ではありません。そうした状況

PC周辺機器とテレビ周辺機器が融合する
大手家電メーカーと異なるアプローチで、テレビ視聴の充実を目指す
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